
こんにちは！今年度古山小学校長として着任しました「梶原 和子（かじはら かずこ）」です。どう
ぞよろしくおねがいします。３月までは祇園小学校で勤務しておりました。この地区で勤務するのははじ
めてなので、皆さんどうぞいろいろと教えてください。そして、古山小学校の児童をよりよく成長させる
ため、保護者、地域の方々と協力して努力して参りたいと思います。何卒よろしくお願いいたします。
さて、平成３０年度がスタートしました。校長室通信のタイトルも前校長の「考える葦」を使わせてい

ただきます。本校に合った、とても素敵なタイトルですね。
ところで、日本書紀・神代巻や古事記などでは日本を古名で「葦原中国」(あしはらなかつくに)と称し

ていたようです。古代の日本は、葦がたくさん生い茂る土地だったのですね。狭い国土に急な山々がひだ
をなす地形の日本で、葦原は海と山との間のクッションとなって、雨水や土砂の流出をせき止め、多くの
生物の住処にもなりました。そして葦は大型で群生するので、より多くの二酸化炭素を吸収し、酸素を生
成しました。そのため、温暖化の抑制にもつながったばかりか、水質を浄化したり、上流からの土砂の流
出を止めて流れをゆるやかにしたりしたようです。このように陸地と海との緩衝地として、人間にとって
もなくてはならない貴重な植物でした。古山小学校も、葦のようにこの地域にとってなくてはならない学
校としてこれからますます発展していけるよう精一杯努めていきたいと思います。
昨年度は、本校児童の様々な活躍を別の学校から見させていただきました。何事にも一生懸命で素晴ら

しい子どもたちだとの印象を持ったのを覚えています。今年度はその子どもたちとともに、様々な教育活
動を行えることがとても嬉しいです。
今年度は、Ｐｅｐｐｅｒを活用したプログラミング教育のをより一層推進したり、「日産財団理科教育

助成研究」の最終年度でもあります。本校全職員で研究・研修に励み、今後とも学力向上に力を入れてい
きたいと思っています。そして古山小の児童も「よく考え、判断し、表現できるたくましい「葦（あし）
の子」に育ってほしいと心から願っています。
さて、４月１０日（火）の入学式では、７５名の新入生を迎え、全校児童数は４７６名となりました。

学級数は、１、２、３、４、５学年が３学級、６学年が２学級編制の１７学級と、ひまわり学級、さくら
学級の計１９学級編制です。教職員数は市の職員等も含めて３７名体制で平成３０年度の学校教育の活動
が始まりました。今年度も教職員一同、次代を担う子どもたちの健やかな成長を目指して取り組んで参り
ますので、保護者の皆様、地域の皆様のご理解、ご協力、ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

４月１１日、今回の定期異動で古山小学校から転出された先生方の離任式が行われました。
児童代表からの「お別れの言葉」の後、離任された先生方お一人ずつお別れのあいさつをい

ただきました。別れの寂しさから、児童の目からも職員の目からも自然と涙がこぼれました。
この度の異動でご退職、転出された先生方は次のとおりです。新任地でのますますのご活躍

を心からお祈りしています。

寂しい別れもあれば、新たな出会いもあります。今年度はこのメンバーが新たに加わり
ました。精一杯がんばります。
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目指す児童像 ① すすんで学ぶ子ども ② 心ゆたかな子ども ③ たくましい子ども

具体的な児童の姿（具体像）

① ○学び方が身に付いている子 ○自分の意見がきちんと説明できる子 ○みんなと学び合い高め合う子
② ○あいさつや返事がよくできる子 ○だれとも仲良くし親切ができる子 ○本をたくさん読み、美しいものに感動できる子
③ ○めあてをもち活動量豊かに運動する子 ○健康や食に気を配れる子 ○自分の命は自分で守れる子

基本方針と「スローガン」

（１）子ども同士が学び合い深め合い、自信をもって安心して生活できる学校を目指す。
（２）学校、保護者、地域社会とが互いに連携して子どもの成長を見守る学校を目指す。
（３）全員が研究授業に参画し、探究心をもち、学び続ける学校を目指す。

○教職員のスローガン
『協働（きょうどう）＆連携（連携）』
（全職員で同じ方向で協働しながら、中学校区や地域と連携して教育活動を推進します。）

○児童のスローガン 『みんなで前進 よりよく変身（第４ステージ）』

☆平成３０年度の職員組織（４月１日現在）は以下の通りです。よろしくお願いいたします。

最初の希望は、「しっかりとしたあいさつ」ができる子どもになってくださいということです。
あいさつは、人と人とのコミュニケーションの第一歩です。ぜひ、よろしくお願いします。そし
て、「靴をそろえる」ことができる子どもにもなってほしいです。靴箱に自分の靴を入れるとき、
どのように入れたのか覚えていられるといいですね。靴を揃えて、みんなの心も揃えていきましょ
う。最後のお願いです。「掃除をしっかりやる子ども」になってほしいということです。掃除は面
倒ですね。でも、掃除は人のためにするのではなく、自分の身の回りや、自分の心を整えるために
するものだと私は思っています。掃除をしないと落ち着かないとなったら本物です。
この３つ「あいさつ」「靴揃え」「掃除」は、どれも当たり前のことです。この当たり前のことが

当たり前にできる古山小学校の子どもになってください。
これが、私の希望、そして願いです。今日から、みんなで仲良く協力してやっていきましょう。

※ 児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。
学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/e_school/koyama/index.html






